





























られている。つまり，本誌は平成 29 年（2017 年）度の本学科の研究・教育活動の成果の
全てをまとめた一冊と言える。これらの成果にひき続き，本学科の教育研究活動が一層進
んでいくことを期待している。
　最後に，執筆された方々のご努力に深甚の敬意を表すとともに，査読に当たられた先生
方のご尽力に対し，心から感謝申し上げる。 （英語コミュニケーション学科　鈴）
